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建設文教常任委員会  先進地行政視察研修
長野県　佐久穂町・南箕輪村・箕輪町

令和６年９月２６日（木）・２７日（金）

南箕輪村議会議場にて林源次議長と

Ｑ　

�

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
ど
の
よ
う
に�

�

運
行
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

�

バ
ス
は
全
部
で
７
台
。
一
番
遠
い
子
で

40
分
ほ
ど
通
学
に
要
し
ま
す
。�

�

登
校
は
小
中
学
生
一
緒
で
す
が
、
下
校

時
間
に
差
が
あ
る
た
め
、
下
校
時
は
小

学
生
と
中
学
生
を
分
け
て
運
行
し
て
い

ま
す
。
夏
休
み
の
部
活
な
ど
で
も
バ
ス

を
利
用
で
き
ま
す
。

〇
9
月
26
日
木
曜
日

�

1　
佐
久
穂
町�

「
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
」�

　

平
成
27
年
に
小
学
校
４
校
、
中
学
校
２
校

を
合
併
し
、
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
が
誕

生
し
た
佐
久
穂
町
。

　

地
元
産
の
木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た

校
舎
は
明
る
く
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び

と
学
ん
で
い
ま
し
た
。
非
常
時
は
地
域
防
災

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
も
担
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
か
ら
特
例
校
の
指
定
を
受
け

た
小
学
１
年
生
か
ら
の
英
語
教
育
の
ほ
か
、

町
の
主
な
産
業
で
あ
る
林
業
を
学
ぶ
ふ
る
さ

と
学
習
や
、
地
元
農
産
物
を
優
先
的
に
使
用

す
る
「
さ
く
ほ
給
食
」、
小
学
５
年
生
か
ら
の

教
科
担
任
制
な
ど
、
特
色
あ
る
取
組
み
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ　
児
童
数
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た
か
。

Ａ　

�

転
入
児
童
が
大
き
く
増
加
し
、
児
童
数

の
減
少
に
鈍
化
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
こ
の
学
校
に
通
わ
せ
る
た
め

移
住
さ
れ
た
方
（
教
育
移
住
者
）
も
数

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

は
つ
ら
つ
と
学
び
生
活
す
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
「
教
育
移
住
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

ほ
ど
、
子
ど
も
の
教
育
の
た
め
に
移
住
を

考
え
る
家
庭
が
増
え
る
中
、
八
百
津
町
で

も
特
色
あ
る
教
育
を
進
め
る
こ
と
で
、
町

の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
図
れ
、
移
住
者
の
増
加

が
望
め
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
、

学
校
統
合
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

建
設
文
教
常
任
委
員
会
委
員
５
名
が
、

長
野
県
佐
久
穂
町
、
南
箕
輪
村
、
箕
輪
町

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
、
現
場
の
空

気
を
肌
で
感
じ
ら
れ
、
多
く
の
学
び
が
得

ら
れ
ま
し
た
。

　
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い

き
ま
す
。
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�

研
修
を
終
え
て･･･�

　
建
設
文
教
常
任
委
員
会
の
先
進
地
行
政
視
察
研
修
で
は
、特
に
関
心
の
高
か
っ
た「
学
校
統
合
」、

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」、「
子
育
て
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
、
３
町
村
で
先
進
事
例
を
学
ん
だ
。

　
佐
久
穂
町
で
は
、
統
合
か
ら
10
年
経
過
し
た
学
校
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
統
合
ま
で
の

道
の
り
は
紆
余
曲
折
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
道
を
選
ん
だ
と
い
う
言
葉
に

感
銘
を
受
け
た
。

　
南
箕
輪
村
は
ど
こ
よ
り
も
早
く
子
育
て
支
援
施
策
に
力
を
入
れ
、
ま
た
、
箕
輪
町
は
全
国
に
先

駆
け
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　
時
代
の
流
れ
に
後
れ
を
取
ら
な
い
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
政
策
実
現
に
取
り
組
む
べ

き
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

建
設
文
教
常
任
委
員
会 　
委
員
長 　
林　
　

俊
宏

副
委
員
長 　
加
藤　

良
治

委  　

員 　
三
宅　

和
行

委  　

員 　
安
藤　

峰
行

委  　

員 　
ア
デ
ィ
エ
三
恵

　

管
理
職
の
女
性
割
合
が
６
割
を
超
え
る

南
箕
輪
村
役
場
。
ま
さ
に
女
性
が
活
躍
す

る
村
で
す
。
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
る

べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

公
用
車
34
台
を
電
気
自
動
車
に
変
え
、

非
常
時
は
「
自
走
す
る
蓄
電
池
」
と
し
て

各
地
区
に
電
気
を
届
け
る
仕
組
み
は
、
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
や
県
の
交
付
金
な
ど
を
研
究
し
な
が

ら
、
環
境
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
9
月
27
日
金
曜
日

�

２　
南
箕
輪
村�

「
子
育
て
支
援
策�

�
�

～
女
性
就
業
お
仕
事
相
談
」

　
「
日
本
一
子
育
て
に
や
さ
し
い
村
」
を
め
ざ

し
、
全
国
で
も
い
ち
早
く
子
育
て
支
援
に
特

化
し
た
施
策
を
行
っ
て
き
た
南
箕
輪
村
は
、

今
も
人
口
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
策
の
一
つ
で
あ
る
「
女
性
就

業
お
仕
事
相
談
」
は
、　
就
職
先
の
紹
介
だ
け

で
な
く
、
就
職
活
動
の
支
援
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
な
ど
、
再
就

職
を
め
ざ
す
女
性
を
積
極
的
に
支
援
す
る
取

組
み
で
す
。

Ｑ　

�

人
口
増
加
が
続
い
て
い
る
理
由
を
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

�

南
箕
輪
村
が
現
在
行
っ
て
い
る
子
育
て

支
援
施
策
は
、
現
在
で
は
多
く
の
市
町

村
が
実
施
し
て
い
ま
す
。�
�

ち
が
い
は
、
他
市
町
村
よ
り
早
い
時
期

か
ら
実
施
し
て
き
た
こ
と
。「
子
育
て
す

る
な
ら
南
箕
輪
」
と
い
う
ク
チ
コ
ミ
が

定
着
し
て
い
る
こ
と
が
人
口
増
加
の
要

因
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

３　
箕
輪
町�

「
再
エ
ネ
促
進
区
域
」�

　

箕
輪
町
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化

炭
素
の
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
た
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
発
表
し
、
環

境
省
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
促
進
区
域
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
家
庭
・
事
業
所
向
け
設
備
（
太
陽
光
発
電
、

蓄
電
、
電
気
自
動
車
、
住
宅
断
熱
な
ど
）
の

導
入
補
助
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
現
在
は

役
場
駐
車
場
に
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
に
よ
る
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト
の
建
設
を
進
め
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

Ｑ　

�

公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
は
、
現
在�

何
キ
ロ
ワ
ッ
ト
発
電
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

�

設
備
容
量
（
公
共
施
設
で
使
用
す
る
電

力
の
総
量
）
39
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
対
し
、

12
万
６
４
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
発
電
し
て

い
ま
す
。�

�

各
施
設
を
自
営
線
で
つ
な
い
で
マ
イ
ク

ロ
グ
リ
ッ
ド
を
形
成
し
、
電
力
を
融
通

し
て
い
ま
す
。
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99月 月 定例会定例会
● �令和６年度八百津町一般会計補正予算（第４号）など�
� 10 議案を可決・承認

● �令和５年度一般会計など各会計決算６件を認定

令和６年第３回定例会は、去る９月 12 日に招集され、同月 20 日まで９日間の会期で開かれました。
本会議初日の 12 日には、金子町長から行政報告と提案理由の説明があり、続いて、執行部から提出議案

16 件について議案説明が行われました。次いで、各議案に対する質疑が行われた後、各常任委員会にそれぞ
れ議案の審査が付託されました。

本会議２日目の 20 日には、5 名の議員が一般質問を行いました。この様子はＣＣＮｅｔで生中継、録画放
送され、動画の配信もされました。その後、各常任委員会委員長から、付託された案件についての審査の経
過及び結果の報告があり、採決の結果、全議案を原案のとおり可決・承認し、今定例会を閉会しました。

  基本目標１  笑顔で寄り添う福祉と健康のまちづくり  
○高齢者医療機関予防接種委託金等   2904 万円 5000 円

  基本目標２  優しく郷土愛を育む歴史・文化のまちづくり  
○指定文化財保護事業補助金   28 万 8000 円

  基本目標３  ともに考え、ともに創る魅力・にぎわいのあるまちづくり  
○ＨＡＴＴＩ災害復旧工事費   306 万 3000 円 
○人道の丘遊具修繕工事事業   375 万 4000 円

主な事業を第５次総合計画の基本目標に沿って説明します。

　
８
月
22
日
（
木
）、「
実
践
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
」

に
議
員
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
議
会
力
ア
ッ
プ
の
た
め
、
今
年
度
重
点

的
に
行
っ
て
い
る
研
修
の
ひ
と
つ
で
、
実
践
形
式
で
「
伝

え
る
」
こ
と
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
議
員
は
、「
話
の
構
成
、
姿
勢
、
間
の
取
り
方
、

話
す
強
弱
な
ど
多
く
の
気
づ
き
を
得
た
。
話
す
こ
と
は
議

員
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
。
学
ん
だ
こ
と
を
無
意
識
に
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

「実践プレゼンテーション研修」を実施
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決
　
算

▼
令
和
５
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定　

▼
令
和
５
年
度
八
百
津
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

▼
令
和
５
年
度
八
百
津
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

▼
令
和
５
年
度
八
百
津
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

　

令
和
５
年
度
の
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
な
ら
び

に
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
、
各
会
計
と
も
議
決

さ
れ
た
予
算
の
執
行
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

【
結　

果
】　

認
定

▼
令
和
５
年
度
八
百
津
町
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の

処
分
及
び
決
算
認
定

▼
令
和
５
年
度
八
百
津
町
下
水
道
事
業
会
計
剰
余
金

の
処
分
及
び
決
算
認
定

　

令
和
５
年
度
の
公
営
企
業
会
計
の
決
算
に
つ
い

て
、
上
・
下
水
道
と
も
に
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
結　

果
】　

可
決
・
認
定

 

条
　
例

▼�

八
百
津
町
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る�

条
例　

　

公
文
書
の
開
示
請
求
者
を
限
定
せ
ず
、
誰
で
も

開
示
請
求
が
で
き
る
よ
う
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

【
結　

果
】　

可
決

▼�

八
百
津
地
区
排
水
路
整
備
事
業
基
金
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

　

排
水
路
整
備
事
業
は
令
和
５
年
度
末
で
事
業
完

了
し
、
基
金
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
た
め
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

【
結　

果
】　

可
決

 

予
　
算

▼
令
和
６
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

　

主
な
内
容
は
、
過
年
度
分
国
庫
・
県
支
出
金
返
還

金
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託

料
、
民
有
林
に
関
す
る
意
向
調
査
・
境
界
確
認
・
現

地
調
査
に
係
る
委
託
料
な
ど
で
、
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
総
務
関
係
の
追
加　

�
�

１
１
６
万
９
千
円

▼
民
生
関
係
の
追
加　

�
�

５
２
５
万
８
千
円

▼
衛
生
関
係
の
追
加　

�
�

５
４
７
７
万
９
千
円

▼
農
林
水
産
業
関
係
の
追
加　

�
�

４
３
万
５
千
円

▼
商
工
関
係
の
追
加　

�
�

３
７
５
万
４
千
円

▼
教
育
関
係
の
追
加　

�
�

２
３
１
万
２
千
円

▼
諸
支
出
金
の
追
加　

�
�

３
３
９
４
万
６
千
円

【
結　

果
】　

可
決

▼
令
和
６
年
度
八
百
津
町
国
民
健
康
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
令
和
６
年
度
八
百
津
町
介
護
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

保
険
給
付
に
か
か
る
県
交
付
金
の
清
算
に
伴
う
返

還
金
で
す
。

【
結　

果
】　

可
決

  
主
に
こ
ん
な
こ
と
が

主
に
こ
ん
な
こ
と
が
決決
ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

 

専
決
処
分

▼
令
和
６
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
３
号
）

　

火
災
に
よ
り
被
災
し
た
建
物
（
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｉ
）
の
復

旧
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
も
の
で
す
。

う
ち
２
９
５
万
８
千
円
は
建
物
災
害
共
済
金
を
充
当

し
ま
す
。

▼
建
物
災
害
復
旧
工
事
費　

�
�

３
０
６
万
３
千
円

【
結　

果
】　

承
認

　
決
算
状
況
に
つ
い
て
は
、

　「
広
報
や
お
つ
」
11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ＱＱ��　

人
道
の
丘
公
園
遊
具
工
事
費
に
つ
い
て
は
、

　

人
道
の
丘
公
園
遊
具
工
事
費
に
つ
い
て
は
、

遊
具
が
新
し
く
な
る
の
で
す
か
。

遊
具
が
新
し
く
な
る
の
で
す
か
。

ＡＡ��　　

点
検
で
危
険
箇
所
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
既

点
検
で
危
険
箇
所
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
既

存
の
遊
具
を
修
繕
し
ま
す
。

存
の
遊
具
を
修
繕
し
ま
す
。�

�
�

�

　

工
事
は
年
度
内
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

工
事
は
年
度
内
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

ＱＱ��　　

私
有
林
の
森
林
管
理
の
意
向
調
査
に
つ
い

私
有
林
の
森
林
管
理
の
意
向
調
査
に
つ
い

て
、
荒
川
上
流
を
選
定
し
た
理
由
は
何
で
す
か
。

て
、
荒
川
上
流
を
選
定
し
た
理
由
は
何
で
す
か
。

ＡＡ��　

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。
荒
川
上

　

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。
荒
川
上

流
は
水
源
地
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
選
定
し
ま

流
は
水
源
地
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
選
定
し
ま

し
た
。

し
た
。

ＱＱ��　　

自
主
運
行
バ
ス
に
つ
い
て
、
原
油
高
が
続
く

自
主
運
行
バ
ス
に
つ
い
て
、
原
油
高
が
続
く

中
、
な
ぜ
経
費
が
下
が
っ
た
の
で
す
か
。

中
、
な
ぜ
経
費
が
下
が
っ
た
の
で
す
か
。

ＡＡ��　

西
部
や
お
ま
る
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
消

　

西
部
や
お
ま
る
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
消

耗
品
の
見
直
し
な
ど

耗
品
の
見
直
し
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。�

�
�
�

　

東
鉄
バ
ス
八
百
津

　

東
鉄
バ
ス
八
百
津

線
の
美
濃
加
茂
市
の

線
の
美
濃
加
茂
市
の

負
担
金
に
つ
い
て
も

負
担
金
に
つ
い
て
も

見
直
し
て
い
ま
す
。

見
直
し
て
い
ま
す
。

委
員
会

委
員
会
で
の
で
の
主主
なな
質
問
質
問

 
そ
の
他

▼
財
産
の
取
得

　

令
和
２
年
度
・
６
年
度
に
購
入
し
た
、
小
学
校
教

師
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
お
よ
び
指
導
書
、
特
別
支
援

教
育
指
導
書
に
つ
い
て
、
事
後
的
に
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

【
結　

果
】　

可
決

 

人
事
案
件

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

永
田　

幹
雄　

氏

任
期

令
和
6
年
10
月
１
日
か
ら

令
和
9
年
９
月
30
日
ま
で

３
年
間

▼
教
育
委
員
会
委
員

垣
内　

公
一　

氏

任
期

令
和
6
年
10
月
１
日
か
ら

令
和
10
年
９
月
30
日
ま
で

４
年
間

よろしく
お願いします

みんなで

乗ろう！

やおまる

ＱＱ��　　

庁
舎
建
設
基
金
の
積
み
立
て
を
し
て
い
ま
す

庁
舎
建
設
基
金
の
積
み
立
て
を
し
て
い
ま
す

が
、
建
設
時
期
な
ど
目
標
は
あ
り
ま
す
か
。

が
、
建
設
時
期
な
ど
目
標
は
あ
り
ま
す
か
。

ＡＡ��　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
建
設
時
期
な
ど
詳
細

　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
建
設
時
期
な
ど
詳
細

は
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
精
査
し
な

は
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
精
査
し
な

が
ら
積
立
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

が
ら
積
立
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ＱＱ��　　

マ
イ
ナ
保
険
証
は
町
内
す
べ
て
の
医
療
機
関

マ
イ
ナ
保
険
証
は
町
内
す
べ
て
の
医
療
機
関

で
利
用
で
き
ま
す
か
。

で
利
用
で
き
ま
す
か
。

ＡＡ��　

マ
イ
ナ
保
険
証
は
、
現
在
、
町
内
全
て
の
医

　

マ
イ
ナ
保
険
証
は
、
現
在
、
町
内
全
て
の
医

療
機
関
、
院
外
処
方
薬
局
で
使
用
で
き
ま
す
。

療
機
関
、
院
外
処
方
薬
局
で
使
用
で
き
ま
す
。����

　

現
在
の
八
百
津
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

現
在
の
八
百
津
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
率
は

の
交
付
率
は
8383
・
７
％
（
令
和
６
年

・
７
％
（
令
和
６
年
77
月月
3131
日日

現
在
）。
今
後
も
取
得
、
健
康
保
険
証
と
し
て
の

現
在
）。
今
後
も
取
得
、
健
康
保
険
証
と
し
て
の

利
用
を
奨
励
し
て
い
き
ま
す
。

利
用
を
奨
励
し
て
い
き
ま
す
。

マイナ保険証 ぜひご登録を！

ピックアップ
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ピックアップ

 ９月定例会　議案等の審議結果 ９月定例会　議案等の審議結果 全ての議案が全会一致で承認・可決されました。

議決結果：◎…可決、承認、同意　✕…否決、不承認、不同意
賛否状況：○…賛成　✕…反対　ー…議長は採決に加わらない

結　
　
　
果

ア
デ
ィ
エ　
三　
恵

渡　
邊　
成　
章

後　
藤　
一　
夫

安　
藤　
峰　
行

後　
藤　
香
代
里

赤　
塚　
孝　
博

長
谷
川　
泰　
幸

加　
藤　
良　
治

林　
　
　
俊　
宏

三　
宅　
和　
行

主な内容

議案番号 議　　案　　名

議案第39号
専決処分した事件の承認について（令和６年度八百
津町一般会計補正予算（第３号））

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ３０６万３０００円を追加し、
予算総額を６３億３３８３万５０００円とする

議案第 40号
八百津町情報公開条例の一部を改正する条例につい
て

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 情報公開制度の趣旨に鑑み、開示請求権者を限定せず、対象
をより拡大するため、条例の一部を改正する

議案第 41号
八百津地区排水路整備事業基金条例を廃止する条例
について

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 八百津地区排水路整備事業基金の目的が達せられたことから、
条例を廃止するもの

議案第 42号
八百津町福祉医療費助成に関する条例の一部を改正
する条例について

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
児童扶養手当法施行令及び特別児童扶養手当等の支給に関す
る法律施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、所要の改
正を行うため、条例の一部を改正するもの

議案第 43号
八百津町国民健康保険条例の一部を改正する条例に
ついて

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の
改正を行うため、条例の一部を改正するもの

議案第 44号
令和５年度八百津町一般会計歳入歳出決算認定につ
いて

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入　６９億６６６３万　６７１円
歳出　６５億　７４９万８５４９円

議案第 45号
令和５年度八百津町国民健康保険特別会計歳入歳出
決算認定について

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入　１２億９０４３万１３２６円
歳出　１２億３８８０万１７５９円

議案第 46号
令和５年度八百津町後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定について

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入　２億　４３０万５１３１円
歳出　１億９８４０万　２１５円

議案第 47号
令和５年度八百津町介護保険特別会計歳入歳出決算
認定について

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入　１１億３７５３万５０８２円
歳出　１１億３３８８万９０９８円

議案第 48号
令和５年度八百津町水道事業会計剰余金の処分及び
決算認定について

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

収益的収支
収入　３億９９８０万７６６２円
支出　３億６３８３万　５２９円
資本的収支
収入　　　８３０１万７７００円
支出　１億８７７１万１０００円

議案第 49号
令和５年度八百津町下水道事業会計剰余金の処分及
び決算認定について

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

収益的収支
収入　４億１３９７万２５１５円
支出　３億９０７１万６７８９円
資本的収支
収入　１億４０３２万５０００円
支出　２億７５５８万　５３６円

議案第 50号 令和６年度八百津町一般会計補正予算（第４号） ◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 １億１６５万３０００円を追加し、
予算総額を６４億３５４８万８０００円とする

議案第 51号
令和６年度八百津町国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ６２２万３０００円を追加し、
予算総額を１３億７６８１万７０００円とする

議案第 52号
令和 6年度八百津町介護保険特別会計補正予算（第
１号）

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 １５９万９０００円を追加し、
予算総額を１１億７１５９万９０００円とする

議案第 53号 財産の取得について ◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地方自治法及び八百津町議会の議決に付すべき契約及び財産
の取得又は処分に関する条例の規定により、小学校教師用デ
ジタル教科書及び指導書、特別支援教育指導書購入について
事後的に議会の議決を求めるもの

議案第 54号 財産の取得について ◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地方自治法及び八百津町議会の議決に付すべき契約及び財産
の取得又は処分に関する条例の規定により、小学校教師用デ
ジタル教科書及び指導書、特別支援教育指導書購入について
事後的に議会の議決を求めるもの

議案第 55号
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求
めることについて

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 任期満了に伴う委員の選任（永田幹雄さん）

議案第 56号
教育委員会委員の任命につき同意を求めることにつ
いて

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 任期満了に伴う委員の選任（垣内公一さん）
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一 般 質 問 〜 主な質問と答弁の趣旨 〜

質　 問 　者 質　　　　問　　　　事　　　　項

アディエ　三恵
○八百津町再生可能エネルギーの取り組み内容について
○学童保育の時間延長について

赤　塚　孝　博 ○上水道施設の耐震性と巨大地震発生時の断水対策等について

後　藤　香代里 ○「長期休みの子どもたちの居場所」について

林　　　俊　宏 ○災害発生に備えた啓発強化について

渡　邊　成　章 ○10月から行われる新型コロナワクチンの定期接種について

一般質問と答弁は、質問議員本人の文責で掲載しています。

一般質問を動画配信しています ぜひご覧ください
「YouTube 八百津町議会チャンネル」

アディエ 三恵 議員    「八百津町再生可能エネルギーの取り組み内容について」 
「学童保育の時間延長について」

　2016 年に策定した八百津用再生可能エネルギービジョンでは、「住みや
すく・観光客が訪れる・魅力ある町」、約 80％森林に囲まれる自然豊かな町
を後世へ残していくため取り組んできた。2024年度までに、町内で様々な
取り組みの普及展開を行うとのことだが、現時点での取り組み内容は。

問1-1

　放課後児童健全育成事業、通称学童保育は働く保護者にとって無くては
ならない事業である。保育園（久田見を除く）は午後６時 30分までの預
かりだが、学童保育は午後６時までの預かりとなっている。学童保育の時
間延長について検討しているか。

問1-2
動画をチェック！

再生可能エネルギービジョンに基づいて実施した事業といたしましては、防災センターの南に災害時でも太陽光発電
と水素による発電ができる電気・給湯・水の供給システムを導入しています。一方、事業の中心となる久田見の水素製
造装置は、国の補助事業の要件に合わず、現在まで進んでいません。
そのほか、岐阜大学が燃料電池を搭載した電動アシスト自転車の実証実験を行ったり、水からでなくアンモニアから
水素を取り出す実証実験を行ったりと、様々な研究を行っています。昨年７月には企業の主催で、官民学が連携し、事
業推進に努力している状況です。

学童保育と延長保育の時間差への声は、教育委員会として把握しています。
現在、人的な確保が可能かなど、事業者に対し問い合わせを行っており、延長の可能性については教育委員会として
も前向きに研究、検討している状況です。

答1-1

答1-2

（赤塚地域振興課長）

（大鋸教育課長）
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赤塚 孝博 議員    「上水道施設の耐震性と巨大地震発生時の断水対策等について」

後藤 香代里 議員     「『長期休みの子どもたちの居場所』について」

　当町は、南海トラフ巨大地震の防災対策の推進地域に指定されている。
　巨大地震による影響は、建物の倒壊や停電、断水、液状化などが想定さ
れ、ライフラインが寸断されるおそれがある。以下について伺う。
　・上水道施設の耐震性について　・上水道の長期断水時の対策について
　・災害時協力井戸について　　　・トイレ機能の確保について
　・循環式トイレの導入について　・マンホール用トイレの導入について

問1

　少子化が急速に進む当町において、子どもたちが長期休みに自由に楽し
く遊べる場所が少ないことは、危惧すべき課題である。
　子どもたちの居場所、遊び場として、児童館や児童センターなどを設置
する考えはあるか。また、既存施設に児童館的役割を持たせることはでき
ないのか。

問1

・�想定される強さの地震に対し、浄水施設の耐震化率は 74.8％（全国平均 43.4％）、配水池の耐震化率は 75.25％（全
国平均 63.5％）、管路の耐震適合管率 28％（平均 9.2％）と、平均を上回っている状況です。さらに、順次、耐
震管への布設替えを行っています。
・�断水時は、給水車による運搬給水、給水袋による飲料水配給を実施します。
・�災害時協力井戸は 40件、そのうち 38件が電動ポンプ式です。公表については検討中です。
・�災害時のトイレの確保は、携帯トイレと仮設トイレで対応をします。携帯トイレは町全体で8700回分備蓄しています。
・�循環式トイレは、汚水を高度に処理し、循環再利用するものです。建設費用が高額なうえ、１日当たりの処理能力
に制限があるため、災害用トイレとして設置は考えていません。
・�マンホールトイレは、悪臭がしないなど衛生的ですが、下水道本管が破損してしまうと使用できず、水や汲み取り
が必要となります。今後、調査・研究したいと考えています。

答1-1 （平井水道環境課長）

新たな児童館を建設する計画はありませんが、夢広場ゆうゆうや学童保育施設が児童館
の機能の大部分を担う施設となっています。
子どもの居場所確保への取り組みとしては、学童保育事業を展開しています。児童の安
全のため、常に大人の目が届くよう、資格者の確保を含めて事業者に運営を委託しています。
出張所併設の公民館やセンターは、実際にお子さんが放課後や長期休みに利用していま
す。図書室や図書コーナーを設置していますので、利用しやすいのではないかと思います。

答1-1 （大鋸教育課長）

動画をチェック！

動画をチェック！

林 俊宏 議員    「災害発生に備えた啓発強化について」

　現在、災害発生時には、やおつーしんで情報発信がされており、特に避
難所開設時には早めの避難を呼びかけているが、自主的に避難する方は少
ない。また、高齢者の中には自力で避難所に行くことが困難な方もおり、
自治会との連携、共助の重要性が高まっている。今後の啓発について伺う。

問1

動画をチェック！

町では、令和４年度に防災ハザードマップを作成し、配布しています。避難所への避
難経路を確認し、早めの避難行動をとっていただきたいと考えています。また、自治会
の防災活動に対し、補助を行っています。今後も気象・防災情報の発信、防災訓練や防
災教室の実施をとおして、啓発につとめます。

答1-1 （鈴木防災安全室長）
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大会デジタル「配信」参加 リトアニア カウナス市副市長ら来町
　
10
月
28
日
、
岐
阜
市
で
開
催
さ
れ

た
全
国
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

連
合
会
主
催
の
大
会
デ
ジ
タ
ル
「
配

信
」
に
議
員
３
名
が
参
加
し
、
浄
化

槽
管
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
10
月
26
日
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
リ

ト
ア
ニ
ア
共
和
国
カ
ウ
ナ
ス
市
の

副
市
長
を
は
じ
め
、
市
の
要
人
が
来

町
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
杉
原
千
畝
記
念
館
を
見

学
後
、
町
長
、
議
長
ら
と
懇
談
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

SAGA ２０２４国民スポーツ大会SAGA ２０２４国民スポーツ大会
カヌーワイルドウォーター・カヤックシングルスプリント　優勝カヌーワイルドウォーター・カヤックシングルスプリント　優勝

カヌーワイルドウォーター・カヤックシングル１５００ｍ　準優勝カヌーワイルドウォーター・カヤックシングル１５００ｍ　準優勝

鈴村侑也選手鈴村侑也選手（八百津町役場）（八百津町役場）連覇おめでとうございます連覇おめでとうございます

祝祝

渡邊 成章 議員     「10 月から行われる新型コロナワクチンの定期接種について」

　10月からの新型コロナワクチンの定期接種では、レプリコンワクチン
の接種が開始される。自己増殖型のレプリコンワクチンは、人から人へワ
クチンを伝播する「シェディング」の危険性があると言われており、不安
を感じる方も多い。
　このような自己増殖型ｍＲＮＡワクチンを実際に使用するのはリスク
が高いと考えるが、町としてリスクの把握はしているか、なぜそこまでし
て定期接種を行うのか、町の考えを問う。

問1

新型コロナワクチン接種に関する健康被害への懸念、副反応の情報は、厚生労働省のホームページなどで情報提供さ
れています。一方、ワクチンの安全性と有用性に関する情報も同ホームページで提供されています。新型コロナウイル
スは重症化、死亡のリスクが高く、特に高齢者や基礎疾患を持つ方にとって、ワクチン接種が命を守る重要な手段です。
新型コロナワクチンの定期接種は、法令で定める予防接種であり、接種の機会を提供することは市町村の責務である
という認識のもと、政府・専門機関の指導とガイドラインに基づき実施します。
町民の皆様が安心して接種を受けられるよう、ワクチンの安全性・有用性、副反応などのリスク、国の救済制度など
関連情報の提供、懸念がある場合の適切な相談・手続きなど、対応して参ります。

答1-1 （岩井健康福祉課長）

動画をチェック！
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松下政経塾塾生 地方自治研修に来町

山田勉さん　高齢者叙勲（旭日双光章）を受章

林議員 加藤議員 自治功労者表彰を受章

　

10
月
19
日
、
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
松
下
政
経
塾
の
塾
生
６
名
と
塾
頭
が
地
方

自
治
研
修
を
開
催
し
、
正
副
議
長
と
懇
談
し

ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
と
し
て
の
活
動
内
容
や
役
割
、

二
元
代
表
制
に
つ
い
て
、
ま
た
、
地
域
住
民

と
の
対
話
方
法
な
ど
に
つ
い
て
語
り
、
塾
生

か
ら
も
盛
ん
に
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

志
高
い
若
者
た
ち
の
熱
心
な
姿
に
刺
激
を

受
け
、
改
め
て
議
員
と
は
何
か
を
考
え
る
機

会
と
な
り
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

元
議
員
の
山
田
勉
さ
ん
が
旭
日
双
光
章
を

受
章
さ
れ
、
９
月
24
日
、
役
場
公
室
で
金
子

町
長
か
ら
賞
状
と
勲
章
の
伝
達
を
受
け
ま 

し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
昭
和
11
年
７
月
10
日
生
ま
れ

の
88
歳
。
昭
和
42
年
か
ら
令
和
５
年
ま
で
、

12
期
48
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
町
議
会
議

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
昭
和
45
年
か
ら
46
年
、
50
年
か
ら

51
年
、
54
年
か
ら
55
年
の
計
３
年
間
は
議
長

を
務
め
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、「
地
域
の
た
め
に
と
い
う
思

い
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
表
彰
い
た
だ
け
て

大
変
う
れ
し
い
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
、
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い 

ま
す
。

　

林
俊
宏
議
員
、
加
藤
良
治
議
員
の
２
名
が
、

多
年
に
わ
た
り
議
員
と
し
て
活
躍
し
た
功
績

を
称
え
ら
れ
、
県
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
自

治
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
人
は
と
も
に
、
平
成
23
年
に
八
百
津
町

議
会
議
員
に
初
当
選
、
現
在
は
４
期
目
と
な

り
ま
す
。

　

林
議
員
は
平
成
27
年
か
ら
２
年
間
議
長
を
、

そ
の
ほ
か
、
副
議
長
、
建
設
文
教
常
任
委
員

会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

　

加
藤
議
員
は
令
和
３
年
か
ら
２
年
間
議
長

を
つ
と
め
、
総
務
民
生
常
任
委
員
会
委
員
長
、

議
会
運
営
委
員
長
な
ど
歴
任
し
て
い
ま
す
。
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［7月］ 
 4日〜5日
  ○ 総務民生常任委員会先進地行政 

視察研修
 4日 ○ 東海環状自動車道中東濃地域建設 

促進協議会定期総会
 5日 ○可茂地域一部事務組合議会臨時会
 8日 ○ 国道41号線美濃加茂・下呂間強靭

化推進同盟会定期総会
 19日 ○議会全員協議会
 22日 ○ 議員研修（分かりやすい説明の仕方研修）
  ○公会計説明会
 23日〜24日
  ○総合計画審議会
 24日 ※監査委員研修協議会総会・研修会
 25日 ○ 四線促進期成同盟会総会
  ※例月出納検査
 26日 ※随時監査
 30日 ○国道418号整備促進期成同盟会総会

［8月］ 
 4日 ○蘇水サマーフェスタ
 6日〜8日
  ※決算審査
 11日 ○八百津町戦没者追悼式
 19日 ○後期高齢者医療広域連合議会定例会
 21日 ○新任議員研修会
  ○ 中学生海外派遣研修出発式
 22日 ○ 議員研修（実践プレゼンテーション研修）
  ○ 瑞浪市議会情報交換会
 26日 ※例月出納検査
 27日 ○岐阜県町村議会議長会評議員会
 30日 ○総合計画審議会

［9月］  
 4日 ○議会運営委員会
 8日 ○ぎふ自衛隊音楽まつり
 12日  ○議会全員協議会 

○第3回議会定例会開会
 17日 ○建設文教常任委員会
 18日 ○総務民生常任委員会
 20日  ○議会全員協議会 

○第3回議会定例会閉会
 24日  ○高齢者叙勲表彰伝達式 

○総合計画審議会
 25日 ※例月出納検査
 26日〜27日
  ○ 建設文教常任委員会先進地行政 

視察研修

議
会
日
誌
（
令
和
6
年
7
月
か
ら
9
月
）

議会だより 11 月号編集委員会

八百津町議会次回の定例会は

11月 29 日（金） 
開会の予定です

定例会 2 日目の一般質問の様子は 
CCNet　地デジ 12ch で 
生中継 · 録画放送されます

詳細は議会事務局までお問い合わせください 

☎４３-２１１１(内線２３０３)

一般質問
動画配信中！
ぜひご覧ください
「YouTube 八百津町議会チャンネル」

チャンネル登録お願いします

議会だより編集委員会　　　　　　　　
安藤 峰行 議長　　　  後藤 一夫 副議長
アディエ 三恵 議員　  渡邊 成章 議員　


